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ご挨拶
関東蒲生会会長 満田泰啓

初秋の候、関東蒲生会の会員の皆々様如何お過ごしでしょうか。ご健勝のこととお慶び申し上げます。
郷里・蒲生町は昨年度町制８０年を祝い、今年は目出度く三町合併が決まり、平成２２年（２０１０年）３月２３
日をもって姶良市（７５０００人）となります。郷里・蒲生町は記念すべき節目の年を迎えております。さらに１０月
１０―１１日には蒲生町にて「第２２回・巨木を語ろう全国フォーラム鹿児島・蒲生大会」が開催されます。
さて、今年の総会は姶良市誕生の前祝いと市誕生後の各「郷里の会」のあり方についても検討いたします。
記念すべき節目の総会と成りますので大いに盛り上げたいと思っています。皆様振るってご参加頂きますよう
御願いいたします。

この度は会長就任以来５回目の総会となりま
すが役員の皆様と会員の皆々様のご支援・ご
協力により「桜基金」は「蒲生町・ポケットパー
ク」に「い郷・ふるさと公園」として実を結び、５ケ
所に植樹した桜も元気に育っています。
また、町制７７周年（喜寿）を祝って贈りました
祝い金は蒲生町の玄関のシンボルぬまきの
木」二本か゛元気に育っています。今後とも郷
里に想いを寄せて当会の基金・協賛金活動に
無理のないところでご協力・ご支援を御願いい
たします。
今後とも関東蒲生会の益々の発展に向けて
後継体制を固めつつ努めてまいりますので会
員の皆々様のご理解とご支援宜しく御願いい
たします。
最後に会員の皆様のご健勝とご多幸を切に
祈念したしまして報告とご挨拶に変えさせてい
ただきます。

関東蒲生会 かわら版
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（株）ヒューマンウェア内 幹事長 山下憲男



平成２０年度関東蒲生会事業（活動）報告

関東蒲生会幹事長 山下 憲男
１．平成２０年９月２８日
２０年度関東蒲生会総会・懇親会が三州倶楽部にて、厚地蒲生町長はじめ来賓７名（スポンサー３名）
会員（男性５１名 女性 １６名 ）計７４名が参加して総会と懇親会が盛大に開催される。
蒲生からの故郷の名産品の特売や故郷の焼酎、味、鹿児島弁を満喫。

２．桜植樹祭（桜基金）と町制８０周年記念行事（２０年１１月１日～２日）
１１月１日 町制施行８０周年記念事業「きばっちょつど！蒲生ん出」に関東蒲生会会員３名が記念講演
の講師を担当される。
・柿元邦彦氏（北出身 東海大学工学部教授、ＮＩＳＭＯレース部門スーパーバイザー）
・朝倉正昭氏（西浦出身 国士舘大学体育学部教授、シドニーオリンピック新体操日本代表監督）
・池田直樹氏（上久徳出身 日本大学芸術学部教授、二期会会員、オペラ歌手）

１１月２日 桜植樹祭（桜基金）
厚地蒲生町長と役場関係者のご協力のもと、関東蒲生会の帰省ツアー参加者の関東蒲生会有志
（朝倉監事、小倉副会長、久冨木副会長、山下幹事長、池田氏、満尾氏、達野氏）とボランティアの方々
（約２０名）が「故郷を思う丘」に植樹する。
関東蒲生会会員の皆様方の桜基金で植樹が実現したことに感謝し、早く花が咲くことを祈った。

３．蒲生町生涯学習推進大会（平成２１年２月２２日）
産経新聞論説委員皿木喜久氏（蒲生会会員）講演 講演内容はホームページをご覧ください。
平成２０年度「蒲生町生涯学習推進大会」が２月２２日（日）蒲生町中央公民館で開催されました。
その中で白男出身の皿木喜久氏の基調講演がありました。大勢の町民の方々が参加されていました。

４．役員新年会（平成２１年３月１日）
役員、２０年度関東蒲生会総会のお手伝いボランティア１４名で総会
懇親会の反省会と新年度の活動内容の検討、大筋の合意を行った。

５．第一回総会準備（平成２１年６月２７日）
１１月８日（日）の総会開催のための企画、準備日程の確認、桜基金の継続、関東蒲生会会員名簿の
発行ならびにこれらの費用にあてる関東蒲生会運営寄付金の募集、かわら版の発行などの決定を行う。

６．第二回総会準備会（平成２１年９月１２日）予定
総会案内の準備と総会・懇親会案案内状の発送
同封資料：案内状、景品案内、ふるさと納税、かわら版、寄付金振込用紙、返信用ハガキなど約４００通
の案内発送作業。幹事役員以外のボランティアにも期待。

７．第三回総会準備（平成２１年１０月２４日）予定
総会当日の役割分担、総会・懇親会の運営、スケジュール、アトラクション等の確認、必要物品の手配。

８．関東蒲生会総会・懇親会開催（平成２１年１１月８日）予定

＜関東蒲生会運営寄付金のお願い＞

ご承知のように関東蒲生会は年一回の総会・懇親会で会員相互の親睦と町との交流を主な役割としてまい
りました。引き続き今後の運営も総会での決議に基づき続けてまいる所存でございます。
一方、今回の総会・懇親会のご案内も含めた、通信費、印刷費、会議室使用料など１年間の維持運営を
総会参加者の会費の中から捻出し、不足分は有志の寄付と幹事一同のボランティアでj賄っているのが実情
でございます。

この度、関東蒲生会を充実した内容で継続して安定的に運営を行うために総会・懇親会への参加される会
員の方はもとより、関東蒲生会の会員の方々から広く運営寄付金の募金を募ることになりました。
関東蒲生会の有志の方々に寄付を賜りますようお願い申し上げます。 （振込用紙が同封されております）



関東蒲生会に「いッどどま来てみやんせ！」

関東蒲生会副会長 久冨木 文子

故郷、蒲生を離れて関東の地へ移り住んでからどの位の月日がたちましたか？
その間に定期的にあるいは偶に家族や親戚、友人に会いに、子供時代に駆け巡った古さとの山や川に元気
をもらいに里帰りされている方もあれば、もう何年も帰ってないなぁという方もあるかと思います。
故郷は、遠きにありて思うものでしょうか？ 一度、関東蒲生会で故郷に帰った気分を味わってみませんか？

関東蒲生会って何？
蒲生町出身者なら老若男女誰でも参加できる親睦の会なのです。
年1回開催される総会、懇親会会場には鹿児島弁が飛び交い、普段帰省しても会えないような大先輩や後
輩に会ったり、同級生同士で参加したりと、蒲生町民の大同窓会です。

ちなみに、昨年の懇親会では、芋焼酎、付け揚げやゲタンハがテーブルに並び、小山田油やながの（花月
堂）の菓子等が抽選会の景品や参加賞として用意され、蒲生特産品の会場での直販は即完売、アトラクショ
ンのおはら節の踊りの輪で盛り上がり、蒲生に帰ったような気分を味わったひと時でした。
参加していただいた会員の皆さまに「今日は楽しかった！又、来年も来っど！」と言ってもらえる会にしたい
と、役員、幹事全員が知恵を絞って大会開催の準備に汗をかいています。

どうぞ、来る１１月８日（日）は、いままで不参加だった方も、「いッどどま来てみやんせ！」



関東蒲生会ホームページのご紹介
蒲生会ドット混む（kamoukai.com）

関東蒲生会事務局長 北原 源平

我々団塊の世代も還暦を迎え、以前は年金生活で第二の人生を楽しもうと思っていましたが年金受給も６４
歳からとなり会社からの継続雇用で相変わらずです。
この年になると故郷蒲生の歴史や自分のルーツにも興味を持ちはじめました。
故郷会（関東蒲生会）へ行けば幼なじみにも会えるし、遠い親戚や、近所だった先輩方にも巡り会える。思
いがけなく楽しいことがてんこ盛りです。
昔話で盛り上がり新しい繋がりもでき、毎年皆さんと焼酎を酌み交わしながらの談笑で和気藹々と盛り上
がっております。

最初の頃は、知らない人がほとんどで、ちょっと場違いな感じもしましたが、毎年参加しているうちに、新しい
出会いもあり、だんだん面白くなってきました。
関東蒲生会は、そういった雰囲気ですので、皆さんも是非参加してください。

事務局長としての主な仕事は、幹事会招集案内はがきの作成、会員名簿作成、それに総会参加者の名簿
作成、名札の作成等々です。

関東蒲生会のホームページを開設しました。
全国に散らばっておられる蒲生の方々も自由に閲覧も投稿も出来ます。このホームページには総会・懇親
会時の写真やその他の写真も投稿しております。

ところで動画コンテンツ共有サイトYouTubeをご存じですか？「てこおどい（太鼓踊り）」の動画をアップロード
してありますので、ご覧頂ければ幸いです。（検索：てこおどい）それでは、皆様のご健勝を願いつつ、初めて
の方も総会・懇親会へのご参加を心よりお待ちしております。

ホームページ
http://www.kamoukai.com

メールアドレス
office@kamoukai.com

またHP内の「伝言・掲示
板」にも色々書き込みが
ありますので是非ご覧くだ
さい。
そして皆様もご意見等を
是非投稿して頂きたいと
思います。
色々ご意見を頂ければ、
もっと良いHPになると思っ
ております。

※アンケート「ふるさと蒲
生への思いを込めて」も
「伝言・掲示板」に登録で
きます。


